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国
語
・
数
学
と

意
識
調
査
な
ど
実
施

 　

こ
の
調
査
で
は
、
国
語
、
算
数
・

数
学
の
２
教
科
に
つ
い
て
、
問
題

Ａ
（
知
識
に
関
す
る
問
題
）
と
問

題
Ｂ
（
知
識
・
技
能
な
ど
と
実
生

活
の
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
活
用
す

る
力
を
は
か
る
問
題
）
の
調
査
、

お
よ
び
意
識
調
査
（
生
活
習
慣
、

学
習
に
対
す
る
意
識
な
ど
の
調

査
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
「
情
報
や
資
料

を
目
的
に
応
じ
て
読
み
取
り
解
決

す
る
。
説
明
す
る
。
整
理
す
る
」

な
ど
の
問
題
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
い
う
学
力
と
は
、「
全

国
学
力
調
査
」
で
は
か
る
こ
と
の

で
き
る
学
力
の
一
部
で
あ
り
、
児

童
生
徒
の
学
力
の
す
べ
て
を
表
し

て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
果
を
分
析
し
て
町
の
教
育
の
課

題
を
明
ら
か
に
し
、
改
善
に
役
立

て
る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

全
国
平
均
よ
り

や
や
低
め
の
結
果
に

 　

右
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
小

学
校
で
は
、
国
語
、
算
数
と
も
全

国
の
平
均
正
答
率
よ
り
や
や
低
い

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

領
域
や
評
価
の
観
点
、
個
々
の

問
題
ご
と
に
見
る
と
、
全
国
の
平

均
正
答
率
を
上
回
っ
て
い
る
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
平
均
よ
り
高
い
例
と
し
て
、

国
語
で
は
、「
漢
字
を
読
む
（　

・
８６

９
％
）」「
順
序
を
考
え
て
書
く

（　

・
６
％
）」「
表
現
に
着
目
し

８１
て
読
む
（　

・
９
％
）」、「
意
味
の

６４

ま
と
ま
り
を
つ
か
む
（　

・
３
％
）」

３３

な
ど
。
算
数
で
は
、「
小
数
の
除

法
の
計
算
（　

・
２
％
）」「
偶
数

８４

の
意
味
（　

・
８
％
）」「
図
形
の

８６

性
質
（　

・
８
％
）」
な
ど
が
あ
り

８６

ま
す
。

　

平
均
よ
り
も
低
い
例
は
、
国
語

で
は
、「
意
図
が
伝
わ
る
よ
う
に

情
報
を
取
り
出
す
（　

・
１
％
）」

８１

「
話
し
合
い
を
計
画
的
に
進
め
る

（　

％
）」
な
ど
。
算
数
で
は
、

５０
「
割
り
算
の
計
算
（　

・
７
％
）」

９４

「
資
料
を
分
類
整
理
す
る
（　

・
５７

９
％
）」「
筋
道
を
立
て
て
考
え
る

（　

・
７
％
）」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

２６
計
画
的
な
家
庭
学
習
、

予
習
・
復
習
を

 　

こ
の
よ
う
に
、
問
題
を
一
問
ず

つ
見
れ
ば
、
本
町
の
正
答
率
が
高

く
て
も
、
全
国
平
均
よ
り
低
い
も

の
、
ま
た
、
逆
に
、
正
答
率
は
低

く
て
も
全
国
よ
り
高
い
も
の
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
重
要
な
こ
と
は
、

児
童
一
人
一
人
に
学
年
に
応
じ
た

確
か
な
学
力
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　

今
回
の
学
力
調
査
と
質
問
紙
調

査
か
ら
、
正
答
率
の
高
い
要
因
と

し
て
、「
読
書
が
好
き
。
毎
日
読

書
す
る
」「
予
習
、
復
習
、
宿
題
、

苦
手
な
教
科
の
勉
強
な
ど
、
内
容

の
違
い
は
あ
っ
て
も
家
庭
学
習
を

す
る
」「
各
学
校
が
児
童
の
実
態
に

応
じ
て
行
っ
て
い
る
少
人
数
指
導

や
複
数
の
教
員
に
よ
る
学
習
」
な

ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

逆
に
正
答
率
が
低
い
の
は
、
国

語
、
算
数
と
も
、「
筋
道
を
立
て
て

考
え
る
、
相
手
や
自
分
の
立
場
や

意
図
を
明
確
に
し
て
話
す
、
聞
く
、

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
」
な
ど
、「
話
す
こ
と
・

聞
く
こ
と
」
に
関
す
る
こ
と
で
す
。

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
内
容
は
お

お
む
ね
理
解
し
て
い
る
の
で
、

「
自
分
の
考
え
を
発
表
す
る
機
会

を
増
や
す
。
話
し
合
う
活
動
を
よ

く
行
う
。
自
分
の
考
え
を
他
人
に

説
明
し
た
り
、
文
章
に
書
い
た
り

す
る
」
な
ど
を
授
業
や
家
庭
生
活

の
実
態
と
合
わ
せ
て
分
析
し
、

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」「
活
用

す
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

ま
た
、
家
庭
学
習
に
お
い
て
は
、

計
画
的
に
勉
強
す
る
、
学
校
の
授

業
の
予
習
・
復
習
を
す
る
と
い
う

項
目
が
課
題
で
す
。
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全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
で
は
…



中
学
校
で
は
…

　

今
回
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
の
結
果
か
ら
、
本
町
の
児
童

生
徒
の
共
通
課
題
と
し
て
、「
聞

く
こ
と
・
話
す
こ
と
」
の
力
を
育

て
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　

わ
が
国
の
社
会
生
活
の
中
で
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
の
が

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
で
す
。

こ
の
能
力
の
基
礎
は
、「
聞
く
こ

と
・
話
す
こ
と
」
で
す
。「
～
し
な

が
ら
聞
く
」「
～
し
な
が
ら
話
す
」、

一
見
合
理
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
相
手
の
顔
を
見
な
が
ら
聞
く
・

話
す
」
と
で
は
、
心
に
留
め
る
内

容
も
大
き
く
違
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

学
校
で
は
、「
聞
く
」
に
つ
い
て
は
、

「
姿
勢
を
正
し
て
聞
く
、
わ
か
ら

な
か
っ
た
こ
と
は
聞
き
な
お
す
」。

「
話
す
」
に
つ
い
て
は
、「
自
分
が

発
表
し
よ
う
と
す
る
内
容
の
要
点

を
短
冊
黒
板
に
ま
と
め
て
発
表
す

る
」。
発
表
に
対
し
て
は
、
う
な

ず
き
な
が
ら
聞
く
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
生
活
の
中
で
、
子

ど
も
た
ち
に
話
す
と
き
は
、
言
葉

だ
け
で
な
く
気
持
ち
を
込
め
て
話

し
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
話
の
後
に
は
、「
お
父

さ
ん
や
お
母
さ
ん
（
お
じ
い
さ
ん

や
お
ば
あ
さ
ん
）
は
こ
う
思
う
（
考

え
る
）
が
、
○
○
（
お
子
さ
ん
の

名
前
）
は
ど
う
思
う
。
ど
う
考
え

る
」
と
、
子
ど
も
の
気
持
ち
や
考

え
を
引
き
出
す
話
し
か
け
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
心
と

豊
か
な
体
験
活
動
を

 　

児
童
・
生
徒
の
質
問
紙
調
査
の

中
で
、
地
域
学
習
へ
の
関
心
や
地

域
活
動
参
加
に
高
い
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。「
読
書
が
好
き
」、「
ふ

だ
ん
家
庭
で
読
書
を
す
る
」、「
毎

日
朝
食
を
食
べ
る
」、「
近
所
の
人

に
あ
い
さ
つ
す
る
」、「
人
の
気
持

ち
が
わ
か
る
人
間
に
な
り
た
い
」

な
ど
が
高
い
割
合
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
の
読
書
習
慣
や
、

小
学
校
の
ふ
る
さ
と
学
習
、
中
学

校
で
の
町
内
職
場
体
験
学
習
な
ど

の
地
域
連
携
活
動
の
成
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

日
野
町
の
今
後
の
取
り
組
み

 　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
今
回

の
調
査
結
果
を
学
校
と
連
携
し
て

分
析
し
、
今
後
の
教
育
活
動
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
の

中
で
、
交
流
学
習
の
推
進
、
小
中

学
校
の
先
生
と
一
緒
に
学
習
し
た

り
、
必
要
に
応
じ
て
少
人
数
学
習

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
一
人
一
人

の
学
力
の
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
家
庭
学
習

に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で
家
庭
学

習
の
手
引
を
作
っ
て
学
習
習
慣
の

育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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「
読
む
こ
と
」
の

正
答
率
が
平
均
上
回
る

 　

中
学
校
で
は
、
国
語
Ａ
、
国
語

Ｂ
、
数
学
Ｂ
は
、
全
国
平
均
正
答

率
よ
り
高
い
が
、
数
学
Ａ
は
や
や

低
い
結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
語
で
は
、
小
学
校
と
同
様
、

「
読
む
こ
と
」
の
正
答
率
は
高
く
、

「
内
容
を
正
確
に
読
み
取
る

（　

・
５
％
）」、「
本
文
の
展
開 

９０
に
即
し
て
内
容
を
と
ら
え
る

（　

・
７
％
）」「
歴
史
的
仮
名
遣

８５
い
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て

読
む
（　

・
３
％
）」
は
高
い
正

８３

答
率
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
に

つ
い
て
は
、「
話
の
展
開
の
仕
方

の
工
夫
（　

・
９
％
）」
は
、
全

９２

国
の
正
答
率
よ
り
は
高
い
が
、

「
話
し
方
の
工
夫
（　

・
４
％
）」、

７１

「
必
要
な
情
報
を
的
確
に
聞
き

取
る
（　

・
５
）」、「
聞
い
た
話

９０

を
判
断
し
、
適
切
に
質
問
す
る
」

が
、
全
国
の
平
均
正
答
率
よ
り
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

従
っ
て
、
目
的
や
焦
点
を
絞
っ

た
「
聞
き
方
・
話
し
方
」
が
課
題

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

数
学
で
は
、「
図
形
の
基
本
的

な
知
識
」
は
理
解
し
、
全
国
平
均

よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、「
筋
道
を
立
て
て
考

え
る
、
数
学
的
な
表
現
を
用
い
て

説
明
す
る
」
な
ど
の
正
答
率
は
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、「
自
分
の
考
え

を
発
表
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ

て
い
る
（　

・
３
％
）」
や
、
話

８８

し
合
う
活
動
を
良
く
行
っ
て
い

る
（　

・
９
％
）
な
ど
が
全
国
平

６１

均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

家
庭
学
習
の
習
慣
化
を

 　

ま
た
、
本
町
の
生
徒
は
、「
平

日
毎
日
１
時
間
以
上
の
家
庭
学

習　

・
９
％
」、「
自
分
で
計
画
を

６１
立
て
て
勉
強
し
て
い
る
（　

・
７

３５

％
）」、「
テ
ス
ト
直
し
（　

・
９

３０

％
）」、「
苦
手
な
教
科
の
勉
強

（　

・
４
％
）」
な
ど
が
全
国
平

３３
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
集
団
学
習
の
中
で
鍛

え
る
活
動
の
充
実
を
さ
ら
に
図

り
、
家
庭
学
習
の
習
慣
化
と
工
夫

が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
の
力
を
育
て
よ
う


